
 

 

副校長 西田 貴雄 

11月上旬、本校、第２学年の生徒たちは、長野県飯山
いいやま

方面 

へ校外
こうがい

学習に行きました。昨年度に続き、この時期に行う宿
しゅく

 

泊
はく

体験学習となりました。集団宿泊的行事では、普段
ふ だ ん

と異
こと

な 

る生活環境の中で見聞
けんぶん

を広め、自然や文化に親
した

しむことを学 

びます。また、集団生活の在
あ

り方や公衆
こうしゅう

道徳
どうとく

などについての 

望
のぞ

ましい体験を積
つ

むことができる学習活動です。生徒にとっては、とても貴重
きちょう

な時間であ

り、有意義
ゆ う い ぎ

な体験となります。 

長野県飯山市は、斑尾
まだらお

・戸
と

狩
がり

などのスキー場、千曲
ち く ま

川
がわ

、北竜
ほくりゅう

湖
こ

などの自然資源
し げ ん

とし

て、自然豊かな風土
ふ う ど

と魅力
みりょく

があります。最大の魅力は、四季
し き

の美しさであると思います。

残雪
ざんせつ

の山々を背景に 1,000万本もの菜
な

の花が咲
さ

き乱
みだ

れる春となり、山と田んぼの緑に包
つつ

ま

れる夏、そして、黄金
こ が ね

の稲穂
い な ほ

が元気に育ち、鮮
あざ

やかな紅葉
こうよう

となる秋、あたり一面が白銀
はくぎん

の

世界となる冬です。私たちが訪
おとず

れた「秋」の景色は、周囲の山々が真
ま

っ赤
か

に染
そ

まる紅葉

となり圧巻
あっかん

でした。天候にも恵
めぐ

まれ、気温の暖かさを感
かん

じることができました。 

現地
げ ん ち

では、ファームステイとなり、分宿
ぶんしゅく

ごとに体験学 

習を行いました。北竜湖では、複
ふく

数名
すうめい

の生徒がカヌー体 

験を実施し楽しむ光景
こうけい

が印象的
いんしょうてき

でした。湖に反射
はんしゃ

する 

太陽が、より神秘的
しんぴてき

な風景
ふうけい

となり、笑顔あふれる光景を 

引
ひ

き立
た

て、私たちの心を癒
いや

してくれました。ある分宿で

は、農作業の中でねぎの収穫
しゅうかく

に精
せい

を出し、力仕事
ちからしごと

をお手伝いしました。冬に戸狩スキー

場を訪
おとず

れるお客さまへの準備を、分宿の方々と一緒に経験することができました。その

他にも、郷土
きょうど

料理
りょうり

や餅
もち

つき、野沢
の ざ わ

菜
な

漬
づ

け、よもぎ団子
だ ん ご

づくり、ジャムづくりなど、現地で

味
あじ

わうことのできる特別な料理にも出会
で あ

いました。 

また、飯山市
いいやまし

の自然ならではの体験と言
い

えば、ハイキングやナイトウォークではないで

しょうか。森へ足を運
はこ

べば、ブナの天然
てんねん

林
りん

の樹木
じゅもく

の息
いき

づかいを感じることができます。特
とく

産品
さんひん

である、アスパラガスやスノーキャロットの紹介
しょうかい

もあったと思います。そして、市

内には文豪
ぶんごう

・藤崎
しまざき

藤村
とうそん

が「雪国
ゆきぐに

の小京都
しょうきょうと

」と呼
よ

んだ 20余
あま

りのお寺が点在
てんざい

し、赤や黄色に

燃
も

える紅葉
こうよう

を浴
あ

びながら歩きたくなります。日常では、見ることのできない景色を堪能
たんのう

す

ることもできます。四季の 彩
いろどり

鮮
あざ

やかな日本のふるさと飯山市、体験できたことのすべて

が貴重
きちょう

なものとなりました。 

令和３年１１月２９日 
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校長 廣
ひろ
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同校 学校だより担当 



第２学年主任 新井 浩子 

 

６月に予定していた自然教室を 

11月に延期し、夏の新型コロナウ 

イルス第５波にどうなることかと 

心配しつつ準備を進めてきました 

が、おかげさまで無事に実施する 

ことができました。感染予防のた 

めに制約の多い自然教室となりま 

したが、現地に行かないと触れる 

ことのできないものにたくさん触 

れることができました。朝、濃い霧に包まれた戸狩の風景に驚いた生徒も多かったと思い

ますが、霧の中を歩いてまつ毛までしっとり濡れるような体験はリモートでは絶対に味わ

えないものです。竹を削って箸を作ったり、紅葉の美しい北竜湖でカヌーに乗ったり、臼

と杵を使って餅をついたりと、やはり現地での体験に勝るものはないと、肌で感じた 3日

間でした。遠い戸狩まで行ったからこそ味わえた体験であったと思います。宿の方が用意

してくれた食事はどれもおいしく、生徒たちも先生たちも、たくさん食べて心も満たされ

て帰ってきました。生徒たちが掲げた「森は一本で成り立つものじゃない」というスロー

ガンのように、温かい支えがあって、私たちの活動が成り立っているということを実感し

ました。次は、誰かを支えることができる立場になれるよう、ますます成長していきたい

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 2学年 自 然 教 室 

農
業
体
験 

大
根
の
収
穫
！ 

自然教室実行委員長 

２年６組 岡 媛依 

 私たち２年生は３週間前、自然教室で長野県

の戸狩へ行きました。 

それぞれの宿で様々な体験をさせていただき

ました。箸づくり、農業体験、お餅つき、ナイ

トウォーク、やまびこ、原生林観察など…。 

宿舎の方々もとても優しくて、楽しい３日間で

した。 

自然教室を振り返ってのアンケートでも、ほと

んどの人が『楽しかった！』『もっと居たかった

～』『いい思い出になった！』と書いていまし

た。お土産の「とがりんとう」も美味しくいた

だきました。 

私たちにとって自然教室は今のメンバーで行え

る最初で最後の宿泊行事でした。戸狩での思い

出をいつまでも大切にし、今回学んだことは今

後も生活の中で生かしていきたいと思います。 

カヌー体験 

笹寿司づくり 

餅
つ
き
体
験
！ 



 

第 1 学年主任 林 晋央 
 

遠足スローガン「一致団結 ３２９人の協力魂」                         

学習の場を相模湖プレジャーフォレストにかえ、日頃の力を発揮することはもちろんの

こと、集団行動や班行動を通して、自分の役割に責任を持つことや、一人一人が、今ある

課題に気づき、解決しようとする力をつけること、そしてさまざまな体験を通して、より

よい人間関係をつくることを目的とし遠足を行いました。当日は、あいにくの雨模様とな

ってしまいましたが、一人一人が集合時間をきちんと意識し、予定通りに出発することが

できました。現地到着のころは雨天ということで、予定を変更し、カレーづくりからスタ

ートしました。昼食後には、雨は上がりましたが、足元が滑りやすくなっており、地元津

久井地区の名産品である「くみひも」作り体験を行いました。それぞれの活動のなかで

「一致団結や協力（魂）」しようとする姿を多く見ることができました。全てが予定通り

にいくことばかりではなく、その場で自らアイデアを出し対応する者がいたり、仲間に優

しく声を掛ける者がいたり、とても立派に感じました。今回の経験を生かし、学校生活で

も自ら考え、判断し、行動する力をますますつけていってほしいと期待しています。 

最後になりましたが、新型コロナウイルス感染症対策のため延期されていた遠足も無事

に実施することができました。コロナ禍での行事実施に感謝しております。保護者の皆様

のご理解とご協力、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1学年 遠足を終えて 

遠足実行委員長 １年４組 矢部 紗和 
 

 今回の校外学習では、協力というものを学べたと思

います。 

 カレー作りでは野菜などを切る際、切り方が違った

ら丁寧に教えてくれたり、組紐づくりの際は、仕方が

分からなかった時に教え合ったりする場面を見ること

ができました。 

 校外学習でのスローガンは「一致団結 329人の協力

魂」でした。今回それを達成することができたのでは

ないでしょうか。これからの学校生活でも校外学習で

経験したことを生かして過ごしていきましょう。 

カ
レ
ー
づ
く
り
！ 

組
紐
づ
く
り
！ 

校長室 華道部 

彦坂桜音さんの作品 



 

 

 

11月17日（水）に泉が丘中学校 

グランドにおいて、泉区８校の個 

別支援学級合同体育祭が実施され 

ました。今年度も10月６日に三ツ 

沢競技場で「横浜市立中学校・義 

務教育学校個別支援学級合同 

体育祭」が予定されていましたが、 

新型コロナウイルス感染の拡大防 

止のために中止となりました。泉 

区では生徒の日常の体育的学習の 

成果を発揮できる場を設けて、運 

動に対する自信と喜びを経験させ 

ようと区単位でミニ体育祭を実施しました。晴天の下『力を合わせて放て元気玉！ワクワ

クすっぞ！』というスローガン通り、みんな笑顔で、全力で自分の力を発揮しました。 

 
＜ 混合リレー ＞ 第１位 47″12 

  第１走者：阿部凌駕さん 第２走者：山本英汰さん 

第３走者：山中美樹さん 第４走者：青木大弥さん  

               
＜ 女子リレー ＞ 第１位 56″19 

  第１走者：青木美季さん 第２走者：貝塚瑠美さん 

第３走者：渡邉心虹さん 第４走者：石橋知瑛さん 

 

＜ ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ ＞  

１年女子 第２位：渡邉心虹さん 6.3m 

       第３位：雜賀優菜さん 3.0m 
 

  ３年女子 第１位：青木美季さん 14.2m 

       第３位：貝塚瑠美さん 11.8m 
 

  １年男子 第１位：青木大輔さん 22.7m 

 

＜ 400ｍ走 ＞ 

３年男子 第３位：阿部凌駕さん １′10″95 
 

３年女子 第１位：山中美樹さん １′14″32 

       第３位：石橋知瑛さん １′36″37 
 

＜ 5 0 ｍ 走 ＞  

３年男子 第１位：青木大弥さん ７″33 

       第２位：太田琉斗さん ７″60               

 

 

 

 

 

 

 

 

表 彰 式 

女
子
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー 

泉区個別支援学級合同体育祭  

１０組制作のハロウィン 

お化けカボチャ 

Jack O' Lantern（ｼﾞｬｯｸ ｵｳ ﾗﾝﾀｰﾝ） 

泉区合同体育祭閉会式 

岡津中の運営メンバー 



人 権 週 間 

12月 10日は 1948年に国際
こくさい

連合
れんごう

第３回総会
そうかい

において世界
せかい

人権
じんけん

宣言
せんげん

が採択
さいたく

された日です。この日

を『人権デー』としています。さらに日本においては、毎年
まいとし

12月 10日を最終日とする１週間を「人

権
けん

週間
しゅうかん

」と定めています。 

「人権
じんけん

」とは、一人ひとりが生まれた時から持っている「自分らしく生きる」権利
けんり

のことです。権

利というと少し 難
むずか

しいですが、つまりは、みんな生まれたときから「自分らしく生きて良
よ

いですよ」 
 

とされているのです。 

みんながみんな違
ちが

うように、全部が同じ人なんて誰
だれ

もいません。一人ひとりの違いを認
みと

めたり、自

分や友
とも

だちの良いところを見つけて、それぞれが大切な存在
そんざい

であることを知る大切
たいせつ

な一週間です。 
 

 

～ 第４０回全国中学生人権作文コンテスト横浜市大会 ～ 
 

 本校では毎年、人権作文を夏休みの課題とし、その中から校内優秀作品を「人権作文全国中学

生人権作文コンテスト横浜市大会」に応募しています。今年度、内田想葉さん（２－５）の“著

作権、あなた大丈夫？”が見事入賞を果たしました。おめでとうございます！ 
 

 

いじめ防止啓発月間 
 

いよいよ 12月、師走…。今年も残すところあと１ヵ月になりました。横浜市では 12 

月を「横浜市いじめ防止啓発月間」とし、全市的にいじめ防止の啓発を図っています。 
 

○ のぼり旗の活用   ○ いじめ防止啓発ポスターの掲示 
 

○ 市営地下鉄の車内中吊り広告掲示 
 

○「いじめ防止市民フォーラム」の開催 

12月３日（金）14:00～15:30 

（横浜市役所１階 アトリウム） 

テーマ ：「オール横浜で取り組む いじめの未然防止」 

         ～ 子どもの主体的な取組と 

     子どもの豊かな成長を支える 

     大人のネットワークづくり ～ 

・ポスターセッション 

・「横浜子ども会議」の様子や横浜市いじめ問題連絡協議会に関わ 

る各種団体の取組 

などを実施します。本校でも横浜子どもアクションを入れた「のぼり」の設置や「いじめ解決のため

の生活アンケート」の実施、全校生徒で「人権標語づくり」に取り組みます。 
 

 

 
 

１．３年生進路面談         １２月 ３～９日 
   

２．１，２年生個人面談       １２月 ３～９日 
 

３．文化祭学習展示期間       １２月 ３～９日 
 

４．人権週間（人権デー12/10）   １２月４～１０日 
 

５．まちとともに歩む岡中づくり懇話会１２月２３日（木） 
 

６．特別清掃（ジャージ登校）     １２月２３日（木） 
 

７．２学期終業式          １２月２４日（金） 

お 知 ら せ 

職員玄関 華道部 

岩本向日葵さんの作品 


